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磐田市の教育の概要
「ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民」

磐田市教育委員会

1磐田市の教育の目指すもの1

磐田市イメージキャラクター

Ⓒ磐田市

磐田市教育委員会の目標
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■ 教育大綱

■ 磐田市教育大綱と「磐田の教育」道しるべ、磐田市こども憲章との関連

■ 磐田の教育について

　「子育て、教育なら磐田」と誰もが実感できるまちづ
くりを下記のとおり目指します。
　かけがえのない命を精一杯生き、ふるさとの先人た
ちが築きあげた磐田の大地に根を張った人づくりの精
神と伝統文化を未来へ継承し、生涯にわたり社会を生
き抜く力を育成します。
　さらに、学校･地域･家庭の連携･融合による学府を核
とした新時代の教育コミュニティを形成し、次代の社
会をつくる学びの場を創造します。
　本市の未来をひらく礎となる基本理念「教育大綱」
へは、“「磐田の教育」道しるべ”と、子どもたちの成
長を育む“磐田市こども憲章”により進むべき方向が
示されています。学校・地域・家庭への浸透を目指し
ます。
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　総合教育会議において策定された「磐田市教育大綱」における理念を実現するため、磐田市教育委員会
では、教育目標を本年度も引き続き「ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民」とし、この教
育目標を実現する方針として、“「磐田の教育」道しるべ” を拠りどころとしていきます。
　将来の本市の学校教育のあり方について、「新時代の新たな学校づくり」を研究しています。この中で、
これから迎える激動の社会の中、歴史や文化、先人の業績をもとに、この磐田の地で磐田ならではの教育
活動を展開することで、未来を切り拓くたくましい磐田の人を育てることが将来の磐田にとって肝要であり、
磐田の人づくりの根本を “「たくましい磐田人（いわたびと）」を育てる” としています。磐田の教育を受け
た子どもたちが、自律することを大切に、自らの人生を自らの責任で生き、世界で、また地域で活躍でき
るように、「自分を生きる　世界を生きる　地域を生きる」人づくりを目指します。
　また、より豊かで活力ある地域社会の実現に向けて、市民の自発的、主体的な学習の支援として、市民
一人一人の生涯学習、スポーツへの参加意欲を促し、多用なニーズに応えられるよう、自己実現、地域社
会の創造のための生涯学習活動の機会を十分享受できる環境整備に努めていきます。

磐田市教育大綱 ●道しるべ ○こども憲章（行動指針）道 こ

いのちを培う

誇りを培う

礼節を培う

敬愛を培う

感謝を培う

こころざしを培う

●道 かけがえのない命を精一杯生きること 
●道 宇宙・自然への畏敬の念をもつこと 

●道 自分のよさを誇りとし自信をもって
　行動すること 
●道 郷土愛をもって伝統文化の継承を
　行うこと 

●道 敬愛の心をもち家族を大切にすること 
●道 年長者を敬い年少者を慈しむこと 

●道 感謝の気持ちは「ありがとう」と
　素直に伝えること 
●道 寛大な心をもって人を愛し許すこと  

●道 美しい立ち居振る舞いと温かな
　言葉づかいをすること 
●道 真善美に照らし正しい判断をすること 

●道 大志を抱き困難を乗り越えること 
●道 勤労・勤勉を喜びとすること 

○こ  かけがえのない命を大切にしよう

○こ  互いを受け入れ、認め合おう 
○こ  積極的に地域行事に参加しよう

○こ  ご飯のときはテレビを消そう

○こ  あいさつをしよう、あいさつを返そう 
○こ  「ありがとう」を伝えよう 
○こ  家族に感謝し、助け合おう 

○こ  人を敬い、礼儀・礼節を意識して行動しよう 
○こ  携帯・スマホの使い方を考えよう

○こ  夢をもち、自分の可能性を信じよう 
○こ  挑戦する意欲と勇気をもとう 
○こ  本を読もう、読み聞かそう

子どもの「生きる力」を育みます。方針1

　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成し、「生きる力」を育むことは、「たくましい磐田人（いわたびと）」を育て
ることであり、磐田市教育委員会が平成22年度以来掲げてきた『ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民』の目指
すところです。将来に向けて子どもたちがたくましく生きていくために、家庭及び地域、学校の役割分担と連携が重要であり、
「地域力」の活用、「学びの場や環境」の整備が必要と考えています。そこで、教育委員会の施策を展開するにあたって、次の
３つの基本方針を掲げることにしました。

①学府の特色を生かした小中一貫教育を充実させるとともに、園と学校の連携指導をさらに推進します。
●推進計画 (グランドデザイン・ロードマップ )の作成
◆英語を使ったコミュニケーション能力の育成
◆園、小、中学校の子ども同士の交流や教職員の交流
②地域とともにある園・学校づくりを推進します（コミュニティ･スクールの推進）
●地域に開かれた園・学校づくりの推進（学校運営協議会の設置、地域人材の活用、コミュニティ･スクールディレクター、コー
　ディネーターの配置）
●園・学校防災体制の継続的な見直し及び整備　●未就園児への園開放
③教育内容や教育環境を充実させ、子どもの「生きる力」を育成します。
●コミュニケーション能力の育成　●食育の推進と学校給食の充実
●教職員資質向上支援（各種研修会、ふるさと礎プラン、他 )
●ＩＣＴ機器を活用した授業の充実（大型モニター、タブレット、デジタル教科書、他の配備）
④幼児教育・保育環境の充実を図ります。
●公立幼稚園の再編・再築推進

【方針１】子どもの「生きる力」を育みます。
【方針２】子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。
【方針３】市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

【基本方針】

【施策と主な取組】 ◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

施策1 魅力ある園・学校づくりの推進

　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成し、「生きる力」を育む、魅力ある園（教育・保育施設）・
学校づくりを推進することを目指します。

①35人学級によるきめ細かな教育を行います。
◆市費負担教員（ふるさと先生）の配置及び研修体制の充実
②特別な支援を要する児童生徒、日本語の習得が必要な外国人児童生徒に対する支援体制の充実を図ります。
●巡回相談員､教育支援員・介助員、ことばの教室指導員等の配置
●特別支援コーディネーター、特別支援学級担任、通常学級担任、教育支援員に対する研修の実施
●ＬＤ等通級指導教室（すまいる）、言語通級指導教室（ことばの教室）の設置
●養護教諭等に対する研修の実施
●外国人児童生徒支援員・相談員による支援　●外国人児童生徒初期支援教室（NIJI）での支援
③個性を大切にしたきめ細かな保育を推進します。
●特別支援員等の配置
●特別支援教育に関する研修の充実
④いじめや不登校に対応する教育相談体制の充実を図ります。
●磐田市教育支援センターの設置 　　　●心の教室相談員の配置
●不登校児童生徒等対策研修会の実施　●スクールソーシャルワーカーの配置
●いじめ防止対策の推進
⑤関係機関との連携体制の整備を進めます。
●要保護児童等対策協議会（子育て支援課所管）、関係機関（医療機関、他）との連携

【基本方針】

【施策と主な取組】 ◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

施策2 「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

　「生きる力」を育むため、一人一人の個性を生かし、「個」に応じたきめ細かな教育指導ができるような環
境づくりを目指します。

2磐田市の主な教育施策2
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　将来の本市の学校教育のあり方について、「新時代の新たな学校づくり」を研究しています。この中で、
これから迎える激動の社会の中、歴史や文化、先人の業績をもとに、この磐田の地で磐田ならではの教育
活動を展開することで、未来を切り拓くたくましい磐田の人を育てることが将来の磐田にとって肝要であり、
磐田の人づくりの根本を “「たくましい磐田人（いわたびと）」を育てる” としています。磐田の教育を受け
た子どもたちが、自律することを大切に、自らの人生を自らの責任で生き、世界で、また地域で活躍でき
るように、「自分を生きる　世界を生きる　地域を生きる」人づくりを目指します。
　また、より豊かで活力ある地域社会の実現に向けて、市民の自発的、主体的な学習の支援として、市民
一人一人の生涯学習、スポーツへの参加意欲を促し、多用なニーズに応えられるよう、自己実現、地域社
会の創造のための生涯学習活動の機会を十分享受できる環境整備に努めていきます。

磐田市教育大綱 ●道しるべ ○こども憲章（行動指針）道 こ

いのちを培う

誇りを培う

礼節を培う

敬愛を培う

感謝を培う

こころざしを培う

●道 かけがえのない命を精一杯生きること 
●道 宇宙・自然への畏敬の念をもつこと 

●道 自分のよさを誇りとし自信をもって
　行動すること 
●道 郷土愛をもって伝統文化の継承を
　行うこと 

●道 敬愛の心をもち家族を大切にすること 
●道 年長者を敬い年少者を慈しむこと 

●道 感謝の気持ちは「ありがとう」と
　素直に伝えること 
●道 寛大な心をもって人を愛し許すこと  

●道 美しい立ち居振る舞いと温かな
　言葉づかいをすること 
●道 真善美に照らし正しい判断をすること 

●道 大志を抱き困難を乗り越えること 
●道 勤労・勤勉を喜びとすること 

○こ  かけがえのない命を大切にしよう

○こ  互いを受け入れ、認め合おう 
○こ  積極的に地域行事に参加しよう

○こ  ご飯のときはテレビを消そう

○こ  あいさつをしよう、あいさつを返そう 
○こ  「ありがとう」を伝えよう 
○こ  家族に感謝し、助け合おう 

○こ  人を敬い、礼儀・礼節を意識して行動しよう 
○こ  携帯・スマホの使い方を考えよう

○こ  夢をもち、自分の可能性を信じよう 
○こ  挑戦する意欲と勇気をもとう 
○こ  本を読もう、読み聞かそう

子どもの「生きる力」を育みます。方針1

　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成し、「生きる力」を育むことは、「たくましい磐田人（いわたびと）」を育て
ることであり、磐田市教育委員会が平成22年度以来掲げてきた『ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民』の目指
すところです。将来に向けて子どもたちがたくましく生きていくために、家庭及び地域、学校の役割分担と連携が重要であり、
「地域力」の活用、「学びの場や環境」の整備が必要と考えています。そこで、教育委員会の施策を展開するにあたって、次の
３つの基本方針を掲げることにしました。

①学府の特色を生かした小中一貫教育を充実させるとともに、園と学校の連携指導をさらに推進します。
●推進計画 (グランドデザイン・ロードマップ )の作成
◆英語を使ったコミュニケーション能力の育成
◆園、小、中学校の子ども同士の交流や教職員の交流
②地域とともにある園・学校づくりを推進します（コミュニティ･スクールの推進）
●地域に開かれた園・学校づくりの推進（学校運営協議会の設置、地域人材の活用、コミュニティ･スクールディレクター、コー
　ディネーターの配置）
●園・学校防災体制の継続的な見直し及び整備　●未就園児への園開放
③教育内容や教育環境を充実させ、子どもの「生きる力」を育成します。
●コミュニケーション能力の育成　●食育の推進と学校給食の充実
●教職員資質向上支援（各種研修会、ふるさと礎プラン、他 )
●ＩＣＴ機器を活用した授業の充実（大型モニター、タブレット、デジタル教科書、他の配備）
④幼児教育・保育環境の充実を図ります。
●公立幼稚園の再編・再築推進

【方針１】子どもの「生きる力」を育みます。
【方針２】子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。
【方針３】市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。

【基本方針】

【施策と主な取組】 ◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

施策1 魅力ある園・学校づくりの推進

　「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成し、「生きる力」を育む、魅力ある園（教育・保育施設）・
学校づくりを推進することを目指します。

①35人学級によるきめ細かな教育を行います。
◆市費負担教員（ふるさと先生）の配置及び研修体制の充実
②特別な支援を要する児童生徒、日本語の習得が必要な外国人児童生徒に対する支援体制の充実を図ります。
●巡回相談員､教育支援員・介助員、ことばの教室指導員等の配置
●特別支援コーディネーター、特別支援学級担任、通常学級担任、教育支援員に対する研修の実施
●ＬＤ等通級指導教室（すまいる）、言語通級指導教室（ことばの教室）の設置
●養護教諭等に対する研修の実施
●外国人児童生徒支援員・相談員による支援　●外国人児童生徒初期支援教室（NIJI）での支援
③個性を大切にしたきめ細かな保育を推進します。
●特別支援員等の配置
●特別支援教育に関する研修の充実
④いじめや不登校に対応する教育相談体制の充実を図ります。
●磐田市教育支援センターの設置 　　　●心の教室相談員の配置
●不登校児童生徒等対策研修会の実施　●スクールソーシャルワーカーの配置
●いじめ防止対策の推進
⑤関係機関との連携体制の整備を進めます。
●要保護児童等対策協議会（子育て支援課所管）、関係機関（医療機関、他）との連携

【基本方針】

【施策と主な取組】 ◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

施策2 「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

　「生きる力」を育むため、一人一人の個性を生かし、「個」に応じたきめ細かな教育指導ができるような環
境づくりを目指します。

2磐田市の主な教育施策2
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子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。方針2

①ふるさとについて学ぶ機会の充実を図ります。
●社会科副読本「わたしたちの磐田」の配付と活用
●遠江国分寺に関する副読本の配付、活用と検証　
◆ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦、ジュビロ学校訪問
②地域の文化財を活用した学習の場を整備します。
●ふるさと歴史たんけん隊、訪問歴史教室、昔の授業体験、史跡・施設巡りバス事業

【基本方針】

【施策と主な取組】 ◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

施策1 地域の学習資源を活かした教育活動の推進

　磐田市の豊かな自然・歴史・文化やふるさとに伝わる人々の願い等を学習する機会を取り入れることで、
ふるさとへの誇りと愛情をもち、より良い地域づくりに取り組もうとする心や姿勢が育まれることを目指しま
す。

市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。方針3

①安全安心で快適な学校施設の充実を推進します。
●施設整備事業
　磐田北幼稚園・磐田北小学校プール再築工事、小学校空調機器整備工事（３校）、神明中学校外階段防雨壁設置工事、　
　豊岡中学校プール槽塗装工事
●防災機能強化工事
　教室等照明器具落下防止（５校）

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策1 学校施設などの安全・充実

　子どもが喜んで通い、保護者が安心して子どもを通わせることができるよう、学校施設などの安全を保つ
とともに、その充実を目指します。

①就学援助費等による経済的な支援を行います。
●就学援助費による支援
●特別支援教育就学奨励費による支援
●私立幼稚園への補助

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策2 就園・就学のための経済的支援

　全ての子どもが円滑に教育を受けることができるよう、経済的な理由から就園・就学が困難となっている園
児・児童生徒の保護者に対する援助を行います。また、特別に支援が必要な園児・児童生徒の保護者への経
済的負担の軽減を図ります。

①資料の充実を図るとともに、関係施設との連携を図ります。
●市民の課題解決支援のための情報提供とレファレンス（参考調査）サービスの充実
●地域資料のデジタル化や電子書籍サービスの推進
●静岡産業大学図書館との円滑な連携協力　　　　　　　
●中東遠地域間の図書館運営の連携

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策3 図書館サービスの向上

　読書活動や市民の主体的な学習を支援するため、資料の収集・提供・保存の充実に努め、関係機関と連携
した図書館サービスの向上を目指します。

①文化財の調査・保存・整備・活用、伝統行事の継承支援を推進します。
●遠江国分寺跡をはじめとした文化財の調査・保存・整備・活用
●公文書の選別・保存、地域史料の収集・管理
●旧見付学校や旧赤松家記念館等の資料館の展示内容の充実

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策4 歴史遺産の整備・活用

歴史遺産の整備・活用の計画的な推進、地域史料の調査・収集、歴史文書館における公文書の適切な管理
を目指します。

①放課後の子どもの安全で健やかな活動場所を確保します。
●放課後子ども総合プラン（放課後児童クラブ、放課後子供教室）
●防犯教室の実施　●青少年健全育成に関わる諸団体（PTA等）との連携
②地域全体で青少年が健やかに成長する環境づくりを推進します。
●家庭教育出前講演会の実施　　　　　　　　●少年補導の実施
●磐田市中学生地域リーダー養成講座の開催　●児童青少年健全育成への支援
●成人式の開催　　　　　　　　　　　　　　●通学合宿等の推進
●社会教育委員会　　　　　　　　　　　　　●人権尊重教育の推進

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策2 子どもを健やかに育む地域づくり

　子どもを地域全体で育てていくには、地域の大人が言わば「第３の保護者」として子どもの成長に積極的に関わっ
ていくことができる環境づくりが必要です。
　家庭や学校における限定された人間関係を離れ、地域社会というコミュニティの中で様々な人や集団とかかわ
り、自然や文化に触れ、体験することができるなど、子どもを健やかに育む地域づくりを目指します。

①市立図書館と家庭、地域、園・学校が連携を図りながら読書活動を推進します。
●「磐田市子ども読書活動推進計画（第３次計画）」に沿った読書活動の推進
●子どもの身近な地域での読書環境の整備（園・学校などへの団体貸し出し）
●図書館主催のおはなし会や各種講座、行事の実施
●ブックスタート事業の実施
●茶の間ひととき読書運動の実施
●育成支援（読み聞かせボランティアの養成と活用）と学校図書館への協力
●学校や園、その他関連施設の連携によるおはなし会、図書館利用ガイダンス等の実施推進
●子育て相談機能を備えた「（仮称）子ども図書館」の整備

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策3 家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

　子どもの成長過程で、未知の事柄への興味関心を高めるとともに、思考力・判断力・表現力を養う上で、読
書の果たす役割はきわめて重要です。そのため、子どもの読書環境を充実させ、子どもが読書を楽しみ、生涯
にわたって読書に親しむための読書習慣を身に付けることを目指します。
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子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。方針2

①ふるさとについて学ぶ機会の充実を図ります。
●社会科副読本「わたしたちの磐田」の配付と活用
●遠江国分寺に関する副読本の配付、活用と検証　
◆ジュビロ磐田ホームゲーム小学生一斉観戦、ジュビロ学校訪問
②地域の文化財を活用した学習の場を整備します。
●ふるさと歴史たんけん隊、訪問歴史教室、昔の授業体験、史跡・施設巡りバス事業

【基本方針】

【施策と主な取組】 ◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

施策1 地域の学習資源を活かした教育活動の推進

　磐田市の豊かな自然・歴史・文化やふるさとに伝わる人々の願い等を学習する機会を取り入れることで、
ふるさとへの誇りと愛情をもち、より良い地域づくりに取り組もうとする心や姿勢が育まれることを目指しま
す。

市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。方針3

①安全安心で快適な学校施設の充実を推進します。
●施設整備事業
　磐田北幼稚園・磐田北小学校プール再築工事、小学校空調機器整備工事（３校）、神明中学校外階段防雨壁設置工事、　
　豊岡中学校プール槽塗装工事
●防災機能強化工事
　教室等照明器具落下防止（５校）

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策1 学校施設などの安全・充実

　子どもが喜んで通い、保護者が安心して子どもを通わせることができるよう、学校施設などの安全を保つ
とともに、その充実を目指します。

①就学援助費等による経済的な支援を行います。
●就学援助費による支援
●特別支援教育就学奨励費による支援
●私立幼稚園への補助

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策2 就園・就学のための経済的支援

　全ての子どもが円滑に教育を受けることができるよう、経済的な理由から就園・就学が困難となっている園
児・児童生徒の保護者に対する援助を行います。また、特別に支援が必要な園児・児童生徒の保護者への経
済的負担の軽減を図ります。

①資料の充実を図るとともに、関係施設との連携を図ります。
●市民の課題解決支援のための情報提供とレファレンス（参考調査）サービスの充実
●地域資料のデジタル化や電子書籍サービスの推進
●静岡産業大学図書館との円滑な連携協力　　　　　　　
●中東遠地域間の図書館運営の連携

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策3 図書館サービスの向上

　読書活動や市民の主体的な学習を支援するため、資料の収集・提供・保存の充実に努め、関係機関と連携
した図書館サービスの向上を目指します。

①文化財の調査・保存・整備・活用、伝統行事の継承支援を推進します。
●遠江国分寺跡をはじめとした文化財の調査・保存・整備・活用
●公文書の選別・保存、地域史料の収集・管理
●旧見付学校や旧赤松家記念館等の資料館の展示内容の充実

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策4 歴史遺産の整備・活用

歴史遺産の整備・活用の計画的な推進、地域史料の調査・収集、歴史文書館における公文書の適切な管理
を目指します。

①放課後の子どもの安全で健やかな活動場所を確保します。
●放課後子ども総合プラン（放課後児童クラブ、放課後子供教室）
●防犯教室の実施　●青少年健全育成に関わる諸団体（PTA等）との連携
②地域全体で青少年が健やかに成長する環境づくりを推進します。
●家庭教育出前講演会の実施　　　　　　　　●少年補導の実施
●磐田市中学生地域リーダー養成講座の開催　●児童青少年健全育成への支援
●成人式の開催　　　　　　　　　　　　　　●通学合宿等の推進
●社会教育委員会　　　　　　　　　　　　　●人権尊重教育の推進

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策2 子どもを健やかに育む地域づくり

　子どもを地域全体で育てていくには、地域の大人が言わば「第３の保護者」として子どもの成長に積極的に関わっ
ていくことができる環境づくりが必要です。
　家庭や学校における限定された人間関係を離れ、地域社会というコミュニティの中で様々な人や集団とかかわ
り、自然や文化に触れ、体験することができるなど、子どもを健やかに育む地域づくりを目指します。

①市立図書館と家庭、地域、園・学校が連携を図りながら読書活動を推進します。
●「磐田市子ども読書活動推進計画（第３次計画）」に沿った読書活動の推進
●子どもの身近な地域での読書環境の整備（園・学校などへの団体貸し出し）
●図書館主催のおはなし会や各種講座、行事の実施
●ブックスタート事業の実施
●茶の間ひととき読書運動の実施
●育成支援（読み聞かせボランティアの養成と活用）と学校図書館への協力
●学校や園、その他関連施設の連携によるおはなし会、図書館利用ガイダンス等の実施推進
●子育て相談機能を備えた「（仮称）子ども図書館」の整備

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策3 家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

　子どもの成長過程で、未知の事柄への興味関心を高めるとともに、思考力・判断力・表現力を養う上で、読
書の果たす役割はきわめて重要です。そのため、子どもの読書環境を充実させ、子どもが読書を楽しみ、生涯
にわたって読書に親しむための読書習慣を身に付けることを目指します。
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①生涯学習社会の実現を目指し、生涯学習の推進に努めます。
●生涯学習イベント情報誌「学びの庭」
●生涯学習指導者情報誌「学びの師」
●自主学習グループ・サークル情報誌「学びの友」
●インターネットによる情報提供
●「いわたゆきまつり」開催への支援
●30歳の大同窓会「三十会（みとえ）ｉｎ磐田」開催への支援
●学習交流センター施設管理事業
●交流センター講座等の開催
②スポーツ振興により、市民の心身の健全な発達や健康増進を図ります。
●スポーツ教室の開催及び大会開催支援
●学校体育施設の市民開放、社会体育施設の管理運営
◆磐田スポーツ部活の運営
●総合型地域スポーツクラブへの支援
●ワールドカップ、オリンピック等のキャンプ地誘致や機運醸成活動の推進
●新たな卓球場・アーチェリー場の整備
③文化芸術活動の振興により「感動と育成の文化芸術のまち」を目指します。
●次代の文化芸術を担う青少年等の育成
●ほんものを鑑賞・体験する機会の充実
●地域における文化芸術活動への支援
●香りの文化を発信

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策5 生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備

　市民がより充実した生活を送ることができるように、学習機会の充実やスポーツ・文化芸術活動の環境を
整備し、地域の活性化を図ります。

◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

子どもの「生きる力」を育みます。方針1

方針別の実績（平成26年度～平成28年度）と平成29年度の指標

施策１　魅力ある園・学校づくりの推進

施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

※H26からH28の数値は目標に対する年度ごとの実績値を示しています。
※H29は、平成 28年度までの実績をふまえ、平成 29年度に達成をめざす目標値を示しています。

（★）は、幼稚園・学校で実施している児童生徒や保護者向けアンケートに共通して含めることとする。

H26
「幼稚園は子どもが興味をもち、意欲的に遊べる環境を整えている」と答える保護者の割合(★)
「我が子は、生活リズム(食事、排泄、睡眠)が身に付いている」と答える保護者の割合(★)

幼
幼
小
中
小
中
幼
小
中
幼
小
中
小
小
中
幼
小
中
小
中
幼
小
中
幼
小
中

幼
小
中

99.8%
95%
91%
83%
85%
84%
98%
75%
69%
99%
90%
90%
83%
88%
70%
99.4%
89%
88%
83%
85%
99%
93%
87%
97%
88%
79%

99.3%
95%
91%
81%
83%
86%
99%
77%
70%
99%
90%
89%
86%
86%
71%
99.9%
90%
88%
85%
86%
99%
92%
87%
98%
87%
80%

98.9%
96.6%
90%
81%
83%
82%
99.1%
74%
69%
97.9%
88%
89%
84%
86%
73%
99.4%
89%
89%
84%
85%
97.2%
91%
88%
95.9%
88%
83%

99.5%
97%
91%
83%
85%
86%
99.5%
77%
70%
99%
90%
90%
86%
88%
74%
99.5%
90%
90%
85%
86%
99%
92%
89%
98%
89%
84%

「中学校での学習や生活を楽しみにしている」と答える児童の割合(★)
「外国語活動の授業が楽しい」と答える児童の割合(★)
「英会話の力が伸びている」と答える生徒の割合(★)
「子どもは園に好きな先生や、好きな友達がいる」と答える保護者の割合（★）

「子どもは幼稚園に行くことを楽しみにしている」と答える保護者の割合(★)

「我が子は、興味をもつことが増え、自ら進んでやってみようとするようになった」と答える保護者の割合(★)

「進んで先生に聞いたり自分で調べたりして学習している」と答える児童生徒の割合(★)

「学校が楽しい」と答える児童生徒の割合(★)

「先生は子どものことを理解して指導にあたっている」と答える保護者の割合(★)

「授業の内容がよく分かる｣と答える児童生徒の割合(★)

「子どもたちは該当学年の学習内容を理解している」と答える教員の割合

「学校に相談できる人がいる」と答える児童生徒の割合(★)

「幼児一人一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導ができている」と答える教員の割合

「個に応じたきめ細かな支援･指導ができている」と答える教員の割合

学校からの要請に対する外国人児童生徒相談員、外国人児童生徒支援員の巡回・配置率
1,000人当たりの不登校児童生徒数（3月末）

「私たちの学級（学校）は互いにルールを守り、協力する雰囲気がある」と答える児童生徒の割合（★）

「学校で目指そうとしている子どもの姿や保育･教育内容について知っている」と答える
保護者の割合(★)

不登校児童生徒（文科省調査定義による）のうち、指導の結果登校する又はできるようになった児童
生徒の割合（3月末）

外国人児童生徒初期支援教室での支援を受けた児童生徒の学校での適応状況
（学校における3か月間の出席率）（3月末）

指 　 標 　 名

指 　 標 　 名

H27 H28 H29

H26
89%
88%
85%
100%
14.7人

7.8%

94.2%

98%
91%
84%
100%
16.4人

14.9%

95%

92.7%
86%
87%
100%
（3月末）

（3月末）

95.3%

95%
91%
88%
100%
15.8人

20%

96%

H27 H28 H29
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①生涯学習社会の実現を目指し、生涯学習の推進に努めます。
●生涯学習イベント情報誌「学びの庭」
●生涯学習指導者情報誌「学びの師」
●自主学習グループ・サークル情報誌「学びの友」
●インターネットによる情報提供
●「いわたゆきまつり」開催への支援
●30歳の大同窓会「三十会（みとえ）ｉｎ磐田」開催への支援
●学習交流センター施設管理事業
●交流センター講座等の開催
②スポーツ振興により、市民の心身の健全な発達や健康増進を図ります。
●スポーツ教室の開催及び大会開催支援
●学校体育施設の市民開放、社会体育施設の管理運営
◆磐田スポーツ部活の運営
●総合型地域スポーツクラブへの支援
●ワールドカップ、オリンピック等のキャンプ地誘致や機運醸成活動の推進
●新たな卓球場・アーチェリー場の整備
③文化芸術活動の振興により「感動と育成の文化芸術のまち」を目指します。
●次代の文化芸術を担う青少年等の育成
●ほんものを鑑賞・体験する機会の充実
●地域における文化芸術活動への支援
●香りの文化を発信

【基本方針】

【施策と主な取組】

施策5 生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備

　市民がより充実した生活を送ることができるように、学習機会の充実やスポーツ・文化芸術活動の環境を
整備し、地域の活性化を図ります。

◆は磐田市で独創的に取り組んでいる施策

子どもの「生きる力」を育みます。方針1

方針別の実績（平成26年度～平成28年度）と平成29年度の指標

施策１　魅力ある園・学校づくりの推進

施策２　「個」に応じたきめ細かな支援・指導の充実

※H26からH28の数値は目標に対する年度ごとの実績値を示しています。
※H29は、平成 28年度までの実績をふまえ、平成 29年度に達成をめざす目標値を示しています。

（★）は、幼稚園・学校で実施している児童生徒や保護者向けアンケートに共通して含めることとする。

H26
「幼稚園は子どもが興味をもち、意欲的に遊べる環境を整えている」と答える保護者の割合(★)
「我が子は、生活リズム(食事、排泄、睡眠)が身に付いている」と答える保護者の割合(★)

幼
幼
小
中
小
中
幼
小
中
幼
小
中
小
小
中
幼
小
中
小
中
幼
小
中
幼
小
中

幼
小
中

99.8%
95%
91%
83%
85%
84%
98%
75%
69%
99%
90%
90%
83%
88%
70%
99.4%
89%
88%
83%
85%
99%
93%
87%
97%
88%
79%

99.3%
95%
91%
81%
83%
86%
99%
77%
70%
99%
90%
89%
86%
86%
71%
99.9%
90%
88%
85%
86%
99%
92%
87%
98%
87%
80%

98.9%
96.6%
90%
81%
83%
82%
99.1%
74%
69%
97.9%
88%
89%
84%
86%
73%
99.4%
89%
89%
84%
85%
97.2%
91%
88%
95.9%
88%
83%

99.5%
97%
91%
83%
85%
86%
99.5%
77%
70%
99%
90%
90%
86%
88%
74%
99.5%
90%
90%
85%
86%
99%
92%
89%
98%
89%
84%

「中学校での学習や生活を楽しみにしている」と答える児童の割合(★)
「外国語活動の授業が楽しい」と答える児童の割合(★)
「英会話の力が伸びている」と答える生徒の割合(★)
「子どもは園に好きな先生や、好きな友達がいる」と答える保護者の割合（★）

「子どもは幼稚園に行くことを楽しみにしている」と答える保護者の割合(★)

「我が子は、興味をもつことが増え、自ら進んでやってみようとするようになった」と答える保護者の割合(★)

「進んで先生に聞いたり自分で調べたりして学習している」と答える児童生徒の割合(★)

「学校が楽しい」と答える児童生徒の割合(★)

「先生は子どものことを理解して指導にあたっている」と答える保護者の割合(★)

「授業の内容がよく分かる｣と答える児童生徒の割合(★)

「子どもたちは該当学年の学習内容を理解している」と答える教員の割合

「学校に相談できる人がいる」と答える児童生徒の割合(★)

「幼児一人一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導ができている」と答える教員の割合

「個に応じたきめ細かな支援･指導ができている」と答える教員の割合

学校からの要請に対する外国人児童生徒相談員、外国人児童生徒支援員の巡回・配置率
1,000人当たりの不登校児童生徒数（3月末）

「私たちの学級（学校）は互いにルールを守り、協力する雰囲気がある」と答える児童生徒の割合（★）

「学校で目指そうとしている子どもの姿や保育･教育内容について知っている」と答える
保護者の割合(★)

不登校児童生徒（文科省調査定義による）のうち、指導の結果登校する又はできるようになった児童
生徒の割合（3月末）

外国人児童生徒初期支援教室での支援を受けた児童生徒の学校での適応状況
（学校における3か月間の出席率）（3月末）

指 　 標 　 名

指 　 標 　 名

H27 H28 H29

H26
89%
88%
85%
100%
14.7人

7.8%

94.2%

98%
91%
84%
100%
16.4人

14.9%

95%

92.7%
86%
87%
100%
（3月末）

（3月末）

95.3%

95%
91%
88%
100%
15.8人

20%

96%

H27 H28 H29
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子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。方針2
施策１　地域の学習資源を活かした教育活動の推進

市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。方針3

（★）は、幼稚園・学校で実施している児童生徒や保護者向けアンケートに共通して含めることとする。

※ただし、豊田図書館（H26.11 ～ H27.１）耐震工事のため休館

H26
「園は、地域の自然や人を活かした保育を行っている」と答える保護者の割合(★)

訪問歴史教室（埋蔵文化財センター見学含む）を開催する市内小中学校延べ数

幼
小
中
小
中

99.9%
72%
57%
43校
2校

99.4%
77%
58%
39校
3校

99.6%
77%
61%
40校
3校

99.7%
78%
62%
40校
3校

地域素材を活かした教育活動の結果として「今住んでいる地域の歴史や自然について
関心がある」と答える児童生徒の割合(★)

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

施策２　子どもを健やかに育む地域づくり
H26

未就園児への園開放を年間6回以上行うよう教育課程に位置づけている幼稚園・こども園数（割合）

通学合宿等を行っている地区数

22園
(100%)

20園
(100%)

20園
(100%)

20園
(100%)

3地区 5地区 5地区 6地区

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

施策３　家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

施策３　図書館サービスの向上

H26

ブックスタートの参加率

子ども向け講座・行事等の参加者数

児童図書の蔵書冊数（12歳以下の子ども一人当たり）

図書館の児童図書の年間貸出冊数（12歳以下の子ども一人当たり）

80.29%

6,913人

13.3冊

25.9冊

79.1%

6,179人

13.6冊

27.8冊

80.1％
（見込）

6,540人
（見込）

13.7冊
（見込）

27.8冊
（見込）

80.1％

6,370人

13.9冊

25.1冊

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

※ただし、豊田図書館（H26.11 ～ H27.１）耐震工事のため休館

H26

磐田市立図書館の1,000人あたりの貸出冊数

図書資料の整備　　※寄贈を含む受入点数

7,660点

24,815点

7,778点

25,880点

7,680点
（見込）

21,400点
（見込）

6,970点

20,600点

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

施策４　歴史遺産の整備・活用
H26

旧見付学校などの資料館の入館者数
（旧見付学校・旧赤松家記念館・竜洋郷土資料館・豊岡農村民俗資料館・
歴史文書館・埋蔵文化財センター）

43,204人 47,172人 47,500人 47,500人

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

※施策１、２の指標はありません。

施策 5　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備
H26

香りの博物館入館者数

公共スポーツ施設の利用者数

18,241人

1,177,536人

23,732人

1,217,433人

27,000人
（見込）

1,223,000人
（見込）

25,000人

1,229,000人

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

●教育活動の様々な場で、子どもが命の大切さや人権について考える場や機会を大切にする。
●社会全体で子どもを守り育てていくことができるよう、家庭や地域と連携できる体制づくりを進める。
●学校、警察、児童相談所などの関係機関との連携を促進する。

子どもの安全安心を確保するために重要な課題への対応 1

　命はかけがえのない尊いものであり、自他の生命や心の安心を守ることは最も大切なことです。しかし、交通事故、転落事
故など、子どもの生命・身体の安全や心の安心が損なわれるような事案が全国で発生しています。これらのことを深刻に受け
止め、学校や教育委員会、家庭、地域など関係者が一丸となって取り組むことが求められています。子どもの生命・身体の安
全や心の安心を確保するための重要な取組を示しました。

保護者・地域社会から信頼される園・学校を目指して重要な課題への対応 2

　近年、静岡県内においても、保護者や地域社会の信頼を裏切るような教職員による不祥事が発生していることは大変遺憾な
ことです。各園・学校では、教職員による不祥事防止に努め、保護者や地域社会の方々からの信頼を回復する取組が必要です。
このことは、たとえ自分たちの園・学校から不祥事を起こしていなくても、全県下の教職員が襟を正して取り組むべき課題で
あると考えます。磐田市に勤務する全ての教職員が、教職に携わる者としての自覚と誇りをもち、謙虚に自らを振り返り、他に
学ぶ姿勢をもち続けることが大切だと考えます。

取組1 人権教育の充実を図り、自他の命や人権を大切にする態度を育みます。

●学校での防災教育の充実を図る。
●園・学校や家庭・地域との連携など、これまでの想定にとらわれず、様々な状況に対応した防災訓練の充実を図る。

取組2 防災教育の充実を図り、災害時に自他の生命を守る実践力を育みます。

●交通安全教育の充実を図るとともに、通学路の安全確保に必要な対策等を進める。
●安全管理の充実を図るとともに、施設設備の点検など生活上の安全に必要な対策等を進める。
●防犯教育の充実を図るとともに、不審者情報の保護者・地域への提供など防犯対策を進める。

取組3 安全教育の充実を図るとともに、安全管理を推進します。

●教職員へのきめ細かな指導を継続・徹底する。　●教職員の指導や仕事内容、人間関係等を把握する。
●あらゆるところから情報が入るネットワークづくりを行う。　●確認と見届けを行う。
●年間を通して計画的に校内コンプライアンス委員会や研修等を実施する。
●モラル・ハラスメントを意識した職場環境づくりを行う。

取組1 管理職による不祥事根絶のための取組を推進します。

●職場内に孤立しがちな教職員をつくらない職員室文化を醸成する。
●管理職や同僚と何でも話ができる、悩みを相談できる環境づくりを行う。
●お互いに遠慮なくアドバイスしたり、苦言を呈したりすることができる人間関係づくりを行う。
●各種研修会等を通じて、園・学校の枠を超えた仲間づくりを行う。
●園児児童生徒への対応について、組織を生かした指導体制の充実を図る。

取組2 教職員の仲間づくりを推進します。

●学校徴収金等取扱要領等に沿った入金・出金を行う。　●複数体制での管理を行う。
●管理者は定期的に会計簿及び通帳を点検する。

取組3 磐田市立学校徴収金等取扱要領等に沿った、公金や校納金の適正な取扱いを行います。

●情報媒体等の持ち出しに関するルールを守る。
●電子化された情報は、流失しないように管理を徹底する。

取組4 個人情報の適正な管理を行います。

●ことばを大切にした教育を推進する。
●体罰はもちろんのこと、園児児童生徒の人格を傷つけるような言動の根絶を図る。

取組5 人権尊重の教育を推進します。
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子どもの成長を支える「地域力」をさらに活用します。方針2
施策１　地域の学習資源を活かした教育活動の推進

市民が活用しやすい「学びの場や環境」を整備します。方針3

（★）は、幼稚園・学校で実施している児童生徒や保護者向けアンケートに共通して含めることとする。

※ただし、豊田図書館（H26.11 ～ H27.１）耐震工事のため休館

H26
「園は、地域の自然や人を活かした保育を行っている」と答える保護者の割合(★)

訪問歴史教室（埋蔵文化財センター見学含む）を開催する市内小中学校延べ数

幼
小
中
小
中

99.9%
72%
57%
43校
2校

99.4%
77%
58%
39校
3校

99.6%
77%
61%
40校
3校

99.7%
78%
62%
40校
3校

地域素材を活かした教育活動の結果として「今住んでいる地域の歴史や自然について
関心がある」と答える児童生徒の割合(★)

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

施策２　子どもを健やかに育む地域づくり
H26

未就園児への園開放を年間6回以上行うよう教育課程に位置づけている幼稚園・こども園数（割合）

通学合宿等を行っている地区数

22園
(100%)

20園
(100%)

20園
(100%)

20園
(100%)

3地区 5地区 5地区 6地区

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

施策３　家庭、地域、園・学校における読書活動の推進

施策３　図書館サービスの向上

H26

ブックスタートの参加率

子ども向け講座・行事等の参加者数

児童図書の蔵書冊数（12歳以下の子ども一人当たり）

図書館の児童図書の年間貸出冊数（12歳以下の子ども一人当たり）

80.29%

6,913人

13.3冊

25.9冊

79.1%

6,179人

13.6冊

27.8冊

80.1％
（見込）

6,540人
（見込）

13.7冊
（見込）

27.8冊
（見込）

80.1％

6,370人

13.9冊

25.1冊

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

※ただし、豊田図書館（H26.11 ～ H27.１）耐震工事のため休館

H26

磐田市立図書館の1,000人あたりの貸出冊数

図書資料の整備　　※寄贈を含む受入点数

7,660点

24,815点

7,778点

25,880点

7,680点
（見込）

21,400点
（見込）

6,970点

20,600点

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

施策４　歴史遺産の整備・活用
H26

旧見付学校などの資料館の入館者数
（旧見付学校・旧赤松家記念館・竜洋郷土資料館・豊岡農村民俗資料館・
歴史文書館・埋蔵文化財センター）

43,204人 47,172人 47,500人 47,500人

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

※施策１、２の指標はありません。

施策 5　生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の環境整備
H26

香りの博物館入館者数

公共スポーツ施設の利用者数

18,241人

1,177,536人

23,732人

1,217,433人

27,000人
（見込）

1,223,000人
（見込）

25,000人

1,229,000人

指 　 標 　 名 H27 H28 H29

●教育活動の様々な場で、子どもが命の大切さや人権について考える場や機会を大切にする。
●社会全体で子どもを守り育てていくことができるよう、家庭や地域と連携できる体制づくりを進める。
●学校、警察、児童相談所などの関係機関との連携を促進する。

子どもの安全安心を確保するために重要な課題への対応 1

　命はかけがえのない尊いものであり、自他の生命や心の安心を守ることは最も大切なことです。しかし、交通事故、転落事
故など、子どもの生命・身体の安全や心の安心が損なわれるような事案が全国で発生しています。これらのことを深刻に受け
止め、学校や教育委員会、家庭、地域など関係者が一丸となって取り組むことが求められています。子どもの生命・身体の安
全や心の安心を確保するための重要な取組を示しました。

保護者・地域社会から信頼される園・学校を目指して重要な課題への対応 2

　近年、静岡県内においても、保護者や地域社会の信頼を裏切るような教職員による不祥事が発生していることは大変遺憾な
ことです。各園・学校では、教職員による不祥事防止に努め、保護者や地域社会の方々からの信頼を回復する取組が必要です。
このことは、たとえ自分たちの園・学校から不祥事を起こしていなくても、全県下の教職員が襟を正して取り組むべき課題で
あると考えます。磐田市に勤務する全ての教職員が、教職に携わる者としての自覚と誇りをもち、謙虚に自らを振り返り、他に
学ぶ姿勢をもち続けることが大切だと考えます。

取組1 人権教育の充実を図り、自他の命や人権を大切にする態度を育みます。

●学校での防災教育の充実を図る。
●園・学校や家庭・地域との連携など、これまでの想定にとらわれず、様々な状況に対応した防災訓練の充実を図る。

取組2 防災教育の充実を図り、災害時に自他の生命を守る実践力を育みます。

●交通安全教育の充実を図るとともに、通学路の安全確保に必要な対策等を進める。
●安全管理の充実を図るとともに、施設設備の点検など生活上の安全に必要な対策等を進める。
●防犯教育の充実を図るとともに、不審者情報の保護者・地域への提供など防犯対策を進める。

取組3 安全教育の充実を図るとともに、安全管理を推進します。

●教職員へのきめ細かな指導を継続・徹底する。　●教職員の指導や仕事内容、人間関係等を把握する。
●あらゆるところから情報が入るネットワークづくりを行う。　●確認と見届けを行う。
●年間を通して計画的に校内コンプライアンス委員会や研修等を実施する。
●モラル・ハラスメントを意識した職場環境づくりを行う。

取組1 管理職による不祥事根絶のための取組を推進します。

●職場内に孤立しがちな教職員をつくらない職員室文化を醸成する。
●管理職や同僚と何でも話ができる、悩みを相談できる環境づくりを行う。
●お互いに遠慮なくアドバイスしたり、苦言を呈したりすることができる人間関係づくりを行う。
●各種研修会等を通じて、園・学校の枠を超えた仲間づくりを行う。
●園児児童生徒への対応について、組織を生かした指導体制の充実を図る。

取組2 教職員の仲間づくりを推進します。

●学校徴収金等取扱要領等に沿った入金・出金を行う。　●複数体制での管理を行う。
●管理者は定期的に会計簿及び通帳を点検する。

取組3 磐田市立学校徴収金等取扱要領等に沿った、公金や校納金の適正な取扱いを行います。

●情報媒体等の持ち出しに関するルールを守る。
●電子化された情報は、流失しないように管理を徹底する。

取組4 個人情報の適正な管理を行います。

●ことばを大切にした教育を推進する。
●体罰はもちろんのこと、園児児童生徒の人格を傷つけるような言動の根絶を図る。

取組5 人権尊重の教育を推進します。
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学力向上に向け「確かな学力」を育成するために重要な課題への対応 3

　全国学力･学習状況調査の目的は、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることであり、「確
かな学力」の育成につながるものです。
　したがって、学校は、学力の３要素 ( 基礎的･基本的な知識及び技能、思考力･判断力･表現力その他の能力、主体的に学習
に取り組む態度 )を押さえて日々の授業に取り組み、児童生徒に「確かな学力」を身に付けるよう努めなければいけません。

●「付けたい力」を教師が把握し、児童に身に付いているか確認する。　
●バランス (話す､聞く､読む､書く) のとれた授業を展開して、特に「読むこと･書くこと」に力を入れる。
●全教科において、図表やグラフを適切に読み取ることや目的に応じて複数の情報を関連付けて考えをまとめる力を育成する。
●学習したことを各教科の学習や実生活とつなげて考えるような学習場面を設定する。

取組1 「付けたい力」を明確にした授業づくりを行います。

●「いじめ防止等対策推進条例」に基づき、基本方針を定め、いじめ防止のための対策を総合的に効果的に推進する。
●いじめ防止等の対策や推進を効果的に行うため、「いじめ問題対策連絡協議会」と「いじめ防止等対策推進委員会」を設置する。

いじめ防止対策の推進重要な課題への対応 4

　いじめの問題は、学校における重要課題の一つです。学校が一丸となり、組織で対応するとともに、家庭や地域、関係機関
と連携し積極的に取り組むことが求められています。いじめは「決して許さない」「卑怯な行為である」「どの子どもにも、どの
学校にも起こりうる」との意識をもち、未然防止に努めるととともに、早期発見・早期解決に向けて努めていきます。また、
認知したいじめについては、被害者の立場になって考え、初期段階から組織的に取り組み、子どもたちが安心して学校生活を
送ることができるようにしていきます。

取組1 いじめ防止のための施策に総合的に取り組みます。

●教科等指導リーダー研修会では、講師を招いて「付けたい力を明確にした授業づくり」について指導を受け、資質向上に努める。
●若手教員の指導を通して、教科等指導リーダーの育成に努める。

取組2 教員の指導力向上に努めます。

●全国学力･学習状況調査を実施し、結果を分析するとともに短期的･中長期的実践項目の具体的改善策を示す。
●全国学力･学習状況調査の結果を活用する。
●ＰＤＣＡサイクルを生かして授業づくりを検証する。

取組3 学力向上委員会を設置し、全国学力･学習状況調査を分析し、学力向上のための改善に努めます。

●メリハリのある家庭生活ができるよう学校･家庭が連携して取り組む。
●毎日、集中して家庭学習を行うよう支援する。　
●宿題の与え方を工夫する。
●「早寝、早起き、朝ご飯」の基本的生活習慣の定着を推進する。

取組4 家庭生活･家庭学習の改善を推進します。

●司書リーダーや学校図書支援員を巡回型で配置し、学校図書館の充実を図る。
●読書活動の推進を図る。

取組5 子どもの学びを支える取組を支援します。

●子ども自らがいじめについて考える場や機会を設定し、いじめをなくそうとする活動を大切にする。
●児童生徒の豊かな情操と道徳心を養うため、全教育活動を通じた道徳教育や体験活動の充実を図る。
●教職員が一人一人の子どもと積極的に関わり、子ども理解を深め信頼関係を築くとともに、子ども同士の望ましい人間関係を
　築き、いじめが起こりにくい集団をつくる。
●教職員に対し、いじめ防止等のための対策に関する研修を計画的に実施する。
●家庭や地域の理解と協力が得られるよう啓発活動を行う。
●関係機関と可能な限り情報を共有するとともに、状況に応じて連携した指導を行う。

取組2 いじめを未然に防止するため、健やかでたくましい心を育みます。

●すべての児童生徒が「学校が楽しい」と感じられるような魅力ある学校づくりを進める。
●一人一人に居場所がある温かな学級をつくり（集団づくり）、自己有用感を育む活動を進める。
●日々の授業、行事等を通して、子ども同士、教師と子どもの絆づくりを進める。
●各種たよりや電話連絡等を通して、学校と家庭との連携を密にする。
●子どもと触れ合う機会を増やしたり、子どものサインを見逃さず、話をよく聴いたりするなど、子どもの心に寄り添った指導に
　努める。

不登校児童生徒への対応重要な課題への対応 5

　磐田市の不登校児童生徒数は増加傾向にあり、生徒指導上の喫緊の課題です。人数の増加に加え、不登校のきっかけや背景
は複雑化・多様化しており、「どの子にも起こりうる」ととらえ、学校や家庭、関係機関が連携し、適切な働きかけやかかわり
をもつことが大切です。不登校の未然防止、早期対応、自立支援に組織的に取り組むことにより、不登校児童生徒の減少に努
めていきます。

取組1 不登校の未然防止と早期対応に取り組みます。

●教員や専門スタッフ（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等）で校内の支援チームを組織し、対応にあたる。
●家庭訪問や面談を定期的に行い、児童生徒及び保護者を孤立化させないようにする。
●教育支援センターと連携し、児童生徒の学校復帰を支援する。（通級支援、訪問支援）
●必要に応じて、関係機関との連携を図り、適切な支援を行う。

取組2 学校復帰を含めた自立支援に組織的に対応します。

●有識者を交えた不登校対策研究会を開き、磐田市の不登校対策について研究する。
●小中一貫教育を生かし、学府内での情報交換や交流活動など、連携を深める。
●教職員に対し、不登校対策に関する研修を計画的に実施する。

取組3 不登校への対策について、研究します。

●いじめのサインは、いじめを受けている子どもからも、いじめをしている子どもからも出ている。子どもの出すサインに注意
　をはらう。
●定期的に教育相談やアンケートを実施したり、連絡ノート等による家庭連絡を通して保護者からの情報を積極的に収集したり
　して、いじめの早期発見に努める。
●いじめを認知した時には、多方面から情報収集を行い、いじめの全体像を把握し、組織的に問題解決まで取り組む。
●いじめの再発防止に向けて、保護者と連携しながら子どもへの経過観察を行い、必要に応じて追加支援策を検討する。
●必要に応じて関係機関との連携を取り、適切な指導を行う。

取組3 いじめの早期発見・早期解決を目指して組織的に取り組みます。

新時代の新たな学校づくり重要な課題への対応 6

　磐田市の小中一貫教育は、平成28年度から全中学校区において本格実施となり、コミュニティ･スクールも全校指定し取り組
んでいます。これらの成果を今後さらに発展させ、少子高齢化・情報化の進行、地域コミュニティの衰退等の社会状況に対応
するために、子どものつながりの深まり・地域とのつながりの深まり・教員のつながりの深まりを目指した「新時代の新たな学
校づくり」に取り組みます。

●磐田市新たな学校づくり研究会の報告を踏まえ、学府一体校における人としての可能性や学びの可能性を実現させるための
　カリキュラムについて研究する。
●「４－３－２制」「５－４制」「６－３制」など、磐田市における様々な条件、地域の特性、地域交流センターを中心とした地域づく
　りの考え方をもとに、各学府に適応するいくつかの基本的なカリキュラムを研究する。

取組1 学府一体校カリキュラム研究委員会にて研究を深めます。

●基本設計に保護者や地域住民、専門家の意見を反映させるために、「ながふじ学府一体校建設検討会」を設置する。
●平成28年度に策定した基本構想を基に、建物の構造や配置、各階の基本的なレイアウト、備えるべき機能や設備、仕様・仕
　上げ等の基本設計を行う。
●ながふじ向上型学府一体校開校に向け、教育課程や生徒指導方針、学校運営協議会、ＰＴＡの運営等を検討するための組織編成を行う。

取組2 ながふじ向上型学府一体校の整備を進めていきます。

●今後集中的に更新時期を迎える施設に対し、修繕、長寿命化改修（大規模改修）、施設更新（改築）等、学府一体校を視野に入れ、
　地域の実情に合った中長期計画の作成を進める。

取組3 新たな学校づくりを基本に教育施設の老朽化に的確に対応します。
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学力向上に向け「確かな学力」を育成するために重要な課題への対応 3

　全国学力･学習状況調査の目的は、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることであり、「確
かな学力」の育成につながるものです。
　したがって、学校は、学力の３要素 ( 基礎的･基本的な知識及び技能、思考力･判断力･表現力その他の能力、主体的に学習
に取り組む態度 )を押さえて日々の授業に取り組み、児童生徒に「確かな学力」を身に付けるよう努めなければいけません。

●「付けたい力」を教師が把握し、児童に身に付いているか確認する。　
●バランス (話す､聞く､読む､書く) のとれた授業を展開して、特に「読むこと･書くこと」に力を入れる。
●全教科において、図表やグラフを適切に読み取ることや目的に応じて複数の情報を関連付けて考えをまとめる力を育成する。
●学習したことを各教科の学習や実生活とつなげて考えるような学習場面を設定する。

取組1 「付けたい力」を明確にした授業づくりを行います。

●「いじめ防止等対策推進条例」に基づき、基本方針を定め、いじめ防止のための対策を総合的に効果的に推進する。
●いじめ防止等の対策や推進を効果的に行うため、「いじめ問題対策連絡協議会」と「いじめ防止等対策推進委員会」を設置する。

いじめ防止対策の推進重要な課題への対応 4

　いじめの問題は、学校における重要課題の一つです。学校が一丸となり、組織で対応するとともに、家庭や地域、関係機関
と連携し積極的に取り組むことが求められています。いじめは「決して許さない」「卑怯な行為である」「どの子どもにも、どの
学校にも起こりうる」との意識をもち、未然防止に努めるととともに、早期発見・早期解決に向けて努めていきます。また、
認知したいじめについては、被害者の立場になって考え、初期段階から組織的に取り組み、子どもたちが安心して学校生活を
送ることができるようにしていきます。

取組1 いじめ防止のための施策に総合的に取り組みます。

●教科等指導リーダー研修会では、講師を招いて「付けたい力を明確にした授業づくり」について指導を受け、資質向上に努める。
●若手教員の指導を通して、教科等指導リーダーの育成に努める。

取組2 教員の指導力向上に努めます。

●全国学力･学習状況調査を実施し、結果を分析するとともに短期的･中長期的実践項目の具体的改善策を示す。
●全国学力･学習状況調査の結果を活用する。
●ＰＤＣＡサイクルを生かして授業づくりを検証する。

取組3 学力向上委員会を設置し、全国学力･学習状況調査を分析し、学力向上のための改善に努めます。

●メリハリのある家庭生活ができるよう学校･家庭が連携して取り組む。
●毎日、集中して家庭学習を行うよう支援する。　
●宿題の与え方を工夫する。
●「早寝、早起き、朝ご飯」の基本的生活習慣の定着を推進する。

取組4 家庭生活･家庭学習の改善を推進します。

●司書リーダーや学校図書支援員を巡回型で配置し、学校図書館の充実を図る。
●読書活動の推進を図る。

取組5 子どもの学びを支える取組を支援します。

●子ども自らがいじめについて考える場や機会を設定し、いじめをなくそうとする活動を大切にする。
●児童生徒の豊かな情操と道徳心を養うため、全教育活動を通じた道徳教育や体験活動の充実を図る。
●教職員が一人一人の子どもと積極的に関わり、子ども理解を深め信頼関係を築くとともに、子ども同士の望ましい人間関係を
　築き、いじめが起こりにくい集団をつくる。
●教職員に対し、いじめ防止等のための対策に関する研修を計画的に実施する。
●家庭や地域の理解と協力が得られるよう啓発活動を行う。
●関係機関と可能な限り情報を共有するとともに、状況に応じて連携した指導を行う。

取組2 いじめを未然に防止するため、健やかでたくましい心を育みます。

●すべての児童生徒が「学校が楽しい」と感じられるような魅力ある学校づくりを進める。
●一人一人に居場所がある温かな学級をつくり（集団づくり）、自己有用感を育む活動を進める。
●日々の授業、行事等を通して、子ども同士、教師と子どもの絆づくりを進める。
●各種たよりや電話連絡等を通して、学校と家庭との連携を密にする。
●子どもと触れ合う機会を増やしたり、子どものサインを見逃さず、話をよく聴いたりするなど、子どもの心に寄り添った指導に
　努める。

不登校児童生徒への対応重要な課題への対応 5

　磐田市の不登校児童生徒数は増加傾向にあり、生徒指導上の喫緊の課題です。人数の増加に加え、不登校のきっかけや背景
は複雑化・多様化しており、「どの子にも起こりうる」ととらえ、学校や家庭、関係機関が連携し、適切な働きかけやかかわり
をもつことが大切です。不登校の未然防止、早期対応、自立支援に組織的に取り組むことにより、不登校児童生徒の減少に努
めていきます。

取組1 不登校の未然防止と早期対応に取り組みます。

●教員や専門スタッフ（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等）で校内の支援チームを組織し、対応にあたる。
●家庭訪問や面談を定期的に行い、児童生徒及び保護者を孤立化させないようにする。
●教育支援センターと連携し、児童生徒の学校復帰を支援する。（通級支援、訪問支援）
●必要に応じて、関係機関との連携を図り、適切な支援を行う。

取組2 学校復帰を含めた自立支援に組織的に対応します。

●有識者を交えた不登校対策研究会を開き、磐田市の不登校対策について研究する。
●小中一貫教育を生かし、学府内での情報交換や交流活動など、連携を深める。
●教職員に対し、不登校対策に関する研修を計画的に実施する。

取組3 不登校への対策について、研究します。

●いじめのサインは、いじめを受けている子どもからも、いじめをしている子どもからも出ている。子どもの出すサインに注意
　をはらう。
●定期的に教育相談やアンケートを実施したり、連絡ノート等による家庭連絡を通して保護者からの情報を積極的に収集したり
　して、いじめの早期発見に努める。
●いじめを認知した時には、多方面から情報収集を行い、いじめの全体像を把握し、組織的に問題解決まで取り組む。
●いじめの再発防止に向けて、保護者と連携しながら子どもへの経過観察を行い、必要に応じて追加支援策を検討する。
●必要に応じて関係機関との連携を取り、適切な指導を行う。

取組3 いじめの早期発見・早期解決を目指して組織的に取り組みます。

新時代の新たな学校づくり重要な課題への対応 6

　磐田市の小中一貫教育は、平成28年度から全中学校区において本格実施となり、コミュニティ･スクールも全校指定し取り組
んでいます。これらの成果を今後さらに発展させ、少子高齢化・情報化の進行、地域コミュニティの衰退等の社会状況に対応
するために、子どものつながりの深まり・地域とのつながりの深まり・教員のつながりの深まりを目指した「新時代の新たな学
校づくり」に取り組みます。

●磐田市新たな学校づくり研究会の報告を踏まえ、学府一体校における人としての可能性や学びの可能性を実現させるための
　カリキュラムについて研究する。
●「４－３－２制」「５－４制」「６－３制」など、磐田市における様々な条件、地域の特性、地域交流センターを中心とした地域づく
　りの考え方をもとに、各学府に適応するいくつかの基本的なカリキュラムを研究する。

取組1 学府一体校カリキュラム研究委員会にて研究を深めます。

●基本設計に保護者や地域住民、専門家の意見を反映させるために、「ながふじ学府一体校建設検討会」を設置する。
●平成28年度に策定した基本構想を基に、建物の構造や配置、各階の基本的なレイアウト、備えるべき機能や設備、仕様・仕
　上げ等の基本設計を行う。
●ながふじ向上型学府一体校開校に向け、教育課程や生徒指導方針、学校運営協議会、ＰＴＡの運営等を検討するための組織編成を行う。

取組2 ながふじ向上型学府一体校の整備を進めていきます。

●今後集中的に更新時期を迎える施設に対し、修繕、長寿命化改修（大規模改修）、施設更新（改築）等、学府一体校を視野に入れ、
　地域の実情に合った中長期計画の作成を進める。

取組3 新たな学校づくりを基本に教育施設の老朽化に的確に対応します。



1312

園・学校の台風・地震・津波等の防災対応基準

台風等による暴風警報等発表時及び解除時等の対応基準

※「気象等に関する特別警報」

注意報

警　報

解　除

情報
時刻

○登校

○自宅待機

○午前１０時前　　登校
○午前１０時以後  休校

○残留
・状況に応じて下校

○残留
・状況に応じて下校

○通常通り ○通常通り
・状況に応じて下校

園・学 校家 庭
登 校 前 午 前 午 後

台風

東海地震に関連する調査情報・注意情報・予知情報（警戒宣言）発表時及び
大規模地震（震度５弱以上）発生時、その後の対応基準

防災対応
なし

登
校
前

登
校
中

在
校
中

下
校
中

調査情報

○自宅待機　
　※必要に応じて休校措置

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難場所へ

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①避難行動
・学校又は避難場所へ
②その後の対応　
《学校にいる場合》
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①学校待機
②その後の対応
・保護者引き渡し

①学校待機
②その後の対応
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する

①避難行動
②学校待機
③その後の対応　
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難場所へ

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①避難行動
・学校又は避難場所へ
②その後の対応　
《学校にいる場合》
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

○休校 ○避難行動

予知情報（警戒宣言） 地震発生注意情報

地震

特別警報

解　　除

情報
時刻

○自宅待機

○自宅待機

◎原則として園長・学校長が判断する。

○残留

○安全が確認されたのち、下校又は保護者引き渡し

○残留

園・学 校家 庭
登 校 前 午 前 午 後

【留意点】
●特別警報は、警報の発表基準をはるかに超える異常な現象が予想され、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合に発
　表される。
●その他の警報（暴風雪、大雨、大雪、洪水等）が発表され、この基準によりがたい場合には、児童生徒等の安全を第一に考え、園長・
　学校長の判断により措置を講ずる。この場合、速やかに教育総務課に報告する。
●保護者引き渡しについては、兄弟姉妹関係を配慮し学府（中学校区）ごとに引き渡し体制の確認をする。また、保護者への
　事前周知を徹底し、園・学校の対応を明確にする。
●自宅待機や休校措置をとった場合、その後の登校に関する家庭への連絡は、連絡網や「いわたホッとライン」を利用する。
●気象状況によっては、教育委員会の判断により、対応を「ファクシミリ」、「メール」、「いわたホッとライン」等で指示する場合
　がある。
●家庭への連絡は、連絡網や「いわたホッとライン」を利用する。なお、「いわたホッとライン」への登録を随時奨励し、その
　推進を図っていく。
●外国人児童生徒等の家庭には外国人保護者同士のネットワークを利用するなど、確実に連絡が伝達されるよう体制を整えてお
　く。

【児童クラブについて】
●登校後、暴風警報が発表された時、児童クラブは開所する。ただし、状況により保護者に早い迎えを依頼する。
●登校後、特別警報が発表された時、児童クラブは開所する。特別警報が解除され、安全が確認された後、保護者に引き渡す。

【留意点】
●保護者引き渡しについては、兄弟姉妹関係を配慮し、学府（中学校区）ごとに引き渡し体制の確認をする。また、保護者へ
　の事前周知を徹底し、園・学校の対応を明確にする。
●注意情報や予知情報発表時においては、学校待機の時間が長引くこともあるため、保護者と協議の上、引き渡しを進めていく。
●登下校時の避難（場所、方法等）について、各家庭でもしっかりと協議し、確認をするよう保護者に依頼する。
●自宅待機や休校措置をとった場合、その後の登校や学校再開に関する家庭への連絡は、連絡網や「いわたホッとライン」を利
　用する。なお、休校措置を登校前に決定したときは、速やかに教育総務課に報告する。
●電話やメール等が使用できない場合の連絡方法について、職員間はもちろんのこと、保護者とも確認しておく。
●情報によっては、教育委員会の判断により対応を指示する場合がある。

【児童クラブについて】
●注意情報・予知情報（警戒宣言）が発表された時、および震度５弱以上の地震が発生した時、児童クラブは開所しない。

《用語について》避  難 所…指定避難所（学校や交流センターなどの公共施設－市内 44か所）
　　　　　　　　　避難場所…自治会等で決めている一時的な避難場所

○警報の発表・解除の情報について、各家庭においてテレビやラジオ、インターネット等から情報を入手するよう事前に働き掛
　けておく。
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○通常通り ○通常通り
・状況に応じて下校

園・学 校家 庭
登 校 前 午 前 午 後

台風

東海地震に関連する調査情報・注意情報・予知情報（警戒宣言）発表時及び
大規模地震（震度５弱以上）発生時、その後の対応基準

防災対応
なし

登
校
前

登
校
中

在
校
中

下
校
中

調査情報

○自宅待機　
　※必要に応じて休校措置

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難場所へ

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①避難行動
・学校又は避難場所へ
②その後の対応　
《学校にいる場合》
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①学校待機
②その後の対応
・保護者引き渡し

①学校待機
②その後の対応
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する

①避難行動
②学校待機
③その後の対応　
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難場所へ

①避難行動
・学校、自宅又は避難場所へ
②その後の対応
《学校にいる場合》
・保護者と協議し、引き渡し等
　対応を決定する
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

①避難行動
・学校又は避難場所へ
②その後の対応　
《学校にいる場合》
・安全が確認されたのち
　保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》
・自宅又は避難所へ

○休校 ○避難行動

予知情報（警戒宣言） 地震発生注意情報

地震

特別警報

解　　除

情報
時刻

○自宅待機

○自宅待機

◎原則として園長・学校長が判断する。

○残留

○安全が確認されたのち、下校又は保護者引き渡し

○残留

園・学 校家 庭
登 校 前 午 前 午 後

【留意点】
●特別警報は、警報の発表基準をはるかに超える異常な現象が予想され、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合に発
　表される。
●その他の警報（暴風雪、大雨、大雪、洪水等）が発表され、この基準によりがたい場合には、児童生徒等の安全を第一に考え、園長・
　学校長の判断により措置を講ずる。この場合、速やかに教育総務課に報告する。
●保護者引き渡しについては、兄弟姉妹関係を配慮し学府（中学校区）ごとに引き渡し体制の確認をする。また、保護者への
　事前周知を徹底し、園・学校の対応を明確にする。
●自宅待機や休校措置をとった場合、その後の登校に関する家庭への連絡は、連絡網や「いわたホッとライン」を利用する。
●気象状況によっては、教育委員会の判断により、対応を「ファクシミリ」、「メール」、「いわたホッとライン」等で指示する場合
　がある。
●家庭への連絡は、連絡網や「いわたホッとライン」を利用する。なお、「いわたホッとライン」への登録を随時奨励し、その
　推進を図っていく。
●外国人児童生徒等の家庭には外国人保護者同士のネットワークを利用するなど、確実に連絡が伝達されるよう体制を整えてお
　く。

【児童クラブについて】
●登校後、暴風警報が発表された時、児童クラブは開所する。ただし、状況により保護者に早い迎えを依頼する。
●登校後、特別警報が発表された時、児童クラブは開所する。特別警報が解除され、安全が確認された後、保護者に引き渡す。

【留意点】
●保護者引き渡しについては、兄弟姉妹関係を配慮し、学府（中学校区）ごとに引き渡し体制の確認をする。また、保護者へ
　の事前周知を徹底し、園・学校の対応を明確にする。
●注意情報や予知情報発表時においては、学校待機の時間が長引くこともあるため、保護者と協議の上、引き渡しを進めていく。
●登下校時の避難（場所、方法等）について、各家庭でもしっかりと協議し、確認をするよう保護者に依頼する。
●自宅待機や休校措置をとった場合、その後の登校や学校再開に関する家庭への連絡は、連絡網や「いわたホッとライン」を利
　用する。なお、休校措置を登校前に決定したときは、速やかに教育総務課に報告する。
●電話やメール等が使用できない場合の連絡方法について、職員間はもちろんのこと、保護者とも確認しておく。
●情報によっては、教育委員会の判断により対応を指示する場合がある。

【児童クラブについて】
●注意情報・予知情報（警戒宣言）が発表された時、および震度５弱以上の地震が発生した時、児童クラブは開所しない。

《用語について》避  難 所…指定避難所（学校や交流センターなどの公共施設－市内 44か所）
　　　　　　　　　避難場所…自治会等で決めている一時的な避難場所

○警報の発表・解除の情報について、各家庭においてテレビやラジオ、インターネット等から情報を入手するよう事前に働き掛
　けておく。
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登
校
前

登
校
中

在
校
中
下
校
中

【留意点】
●第４次地震被害想定で津波浸水地域を学区にもつ学校が対象であるが、想定地域外であっても状況によっては同様の対応にな
　る場合がある。また、遠隔地地震による津波情報が発表された場合にも同様の対応とする。
●津波発生の有無にかかわらず、上記の対応基準に沿うこととする。
●津波注意報であっても、災害の発生や突然の警報への変更があり得るため、情報には常に留意し、危機感をもって対応する。
　なお、注意報でも避難所が開設される場合があるため、開設時の支援が必要となる場合がある。
●登校中や在校中に警報が解除された場合、安全が確認できれば、通常の対応となることもある。そうした場合の対応につい 
　ては、事前に周知徹底を図るとともに、連絡網や「いわたホッとライン」を利用して各家庭に連絡する。
●別紙「東海地震に関連する調査情報・注意情報・予知情報（警戒宣言）発表時及び東海地震を含む大規模地震（震度５弱以上）  
　発生時の対応基準」【留意点】に準ずる。

【放課後児童クラブについて】
●登校前に大津波警報・津波警報が発表された時、児童クラブは開所しないが、学校へ登校となった場合は開所する。

《用語について》避難行動…学校又は高台、避難タワー等の避難場所への避難

　気象庁は、地震が発生した時には地震の規模や位置をすぐに推定し、これらをもとに沿岸で予想される津波の高さを求め、地
震が発生してから約３分（一部の地震※については最速２分程度）を目標に、大津波警報、津波警報または津波注意報を、津波
予報区単位で発表します。
（※日本近海で発生し、緊急地震速報の技術によって精度の高い震源位置やマグニチュードが迅速に求められる地震）

大津波警報・津波警報・津波注意報発表時及び解除時等の対応基準

種類
発表基準

（予想される津波の高さが
高いところで）

３ｍを超える場合。

１ｍを超え、
３ｍ以下の場合。

0.2ｍ以上、１ｍ以下の場合
であって、津波による
災害のおそれがある場合。

想定される被害と
取るべき行動数値での発表

（津波の高さ予想の区分）

１０ｍ超 (10ｍ＜予想高さ)

１０ｍ (5ｍ＜予想高さ≦10ｍ)

５ｍ (3ｍ＜予想高さ≦5ｍ)

３ｍ (1ｍ＜予想高さ≦3ｍ)

１ｍ (0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ)

巨大地震の
場合の発表

巨大

高い

（表記しない）

発表される津波の高さ

大津波
警報

津波
警報

津波
注意報

津波

○避難行動又は自宅待機 ○午前10時前　　登校
○午前10時以後　休校
○午前10時前　　通常通り
《学校にいる場合》…通常通り
・ ただし、被害状況により保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》…登校後、通常通り
・ ただし、登校後被害状況により保護者引き渡し
○午前10時以後　休校
《学校にいる場合》…保護者引き渡し又は下校
○通常通り
・ ただし、被害状況により保護者引き渡し
《学校に避難してきた場合》…保護者引き渡し又は下校
《学校以外にいる場合》…自宅又は避難所等へ移動

○避難行動

○学校待機又は避難行動

○避難行動

◎原則として園長・学校長が判断する。

大津波警報・津波警報
発　表 解　除

津波注意報

　津波の発生が、遠地近地に
かかわらず、津波（一波・二
波）が到着しても被害が生じ
る高さではないと学校が判断
した場合、登校前、登校中、在
校中、下校中、全て通常通り
の対応となる。
　ただし、海岸近くにいる場
合は、すぐにその場から離れ
避難行動をとる。

※注意報から警報に変更され
　た場合には速やかに警報の
　対応をとる。

木造家屋が全壊・流失し、人は津
波による流れに巻き込まれます。
ただちに海岸や川沿いから離れ、
高台や避難ビルなど安全な場所
へ避難してください。

標高の低いところでは津波が襲い、浸
水被害が発生します。人は津波による
流れに巻き込まれます。ただちに海岸
や川沿いから離れ、高台や避難ビルな
ど安全な場所へ避難してください。
海の中では人は速い流れに巻き
込まれ、また、養殖いかだが流失
し小型船舶が転覆します。ただち
に海から上がって、海岸から離れ
てください。

参考－津波警報・注意報の種類

磐南浄化センター

津波避難タワー

津波避難タワー
津波避難タワー

津波避難タワー

津波避難タワー

津波避難タワー

磐田市消防署

中遠広域粗大ごみ
処理施設磐田警察署

寺谷浄水場

磐田市立
総合病院

豊岡図書館豊岡図書館

福田図書館福田図書館
歴史文書館歴史文書館

竜洋図書館竜洋図書館

豊田図書館豊田図書館 中央図書館中央図書館
埋蔵文化センター埋蔵文化センター

旧見付学校旧見付学校

家や建物が多いところ
豊岡学校
給食センター

上野部駅

豊田学校
給食センター

大原学校
給食センター

警察署

消防署
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登
校
前

登
校
中

在
校
中
下
校
中

【留意点】
●第４次地震被害想定で津波浸水地域を学区にもつ学校が対象であるが、想定地域外であっても状況によっては同様の対応にな
　る場合がある。また、遠隔地地震による津波情報が発表された場合にも同様の対応とする。
●津波発生の有無にかかわらず、上記の対応基準に沿うこととする。
●津波注意報であっても、災害の発生や突然の警報への変更があり得るため、情報には常に留意し、危機感をもって対応する。
　なお、注意報でも避難所が開設される場合があるため、開設時の支援が必要となる場合がある。
●登校中や在校中に警報が解除された場合、安全が確認できれば、通常の対応となることもある。そうした場合の対応につい 
　ては、事前に周知徹底を図るとともに、連絡網や「いわたホッとライン」を利用して各家庭に連絡する。
●別紙「東海地震に関連する調査情報・注意情報・予知情報（警戒宣言）発表時及び東海地震を含む大規模地震（震度５弱以上）  
　発生時の対応基準」【留意点】に準ずる。

【放課後児童クラブについて】
●登校前に大津波警報・津波警報が発表された時、児童クラブは開所しないが、学校へ登校となった場合は開所する。

《用語について》避難行動…学校又は高台、避難タワー等の避難場所への避難

　気象庁は、地震が発生した時には地震の規模や位置をすぐに推定し、これらをもとに沿岸で予想される津波の高さを求め、地
震が発生してから約３分（一部の地震※については最速２分程度）を目標に、大津波警報、津波警報または津波注意報を、津波
予報区単位で発表します。
（※日本近海で発生し、緊急地震速報の技術によって精度の高い震源位置やマグニチュードが迅速に求められる地震）

大津波警報・津波警報・津波注意報発表時及び解除時等の対応基準

種類
発表基準

（予想される津波の高さが
高いところで）

３ｍを超える場合。

１ｍを超え、
３ｍ以下の場合。

0.2ｍ以上、１ｍ以下の場合
であって、津波による
災害のおそれがある場合。

想定される被害と
取るべき行動数値での発表

（津波の高さ予想の区分）

１０ｍ超 (10ｍ＜予想高さ)

１０ｍ (5ｍ＜予想高さ≦10ｍ)

５ｍ (3ｍ＜予想高さ≦5ｍ)

３ｍ (1ｍ＜予想高さ≦3ｍ)

１ｍ (0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ)

巨大地震の
場合の発表

巨大

高い

（表記しない）

発表される津波の高さ

大津波
警報

津波
警報

津波
注意報

津波

○避難行動又は自宅待機 ○午前10時前　　登校
○午前10時以後　休校
○午前10時前　　通常通り
《学校にいる場合》…通常通り
・ ただし、被害状況により保護者引き渡し
《学校以外にいる場合》…登校後、通常通り
・ ただし、登校後被害状況により保護者引き渡し
○午前10時以後　休校
《学校にいる場合》…保護者引き渡し又は下校
○通常通り
・ ただし、被害状況により保護者引き渡し
《学校に避難してきた場合》…保護者引き渡し又は下校
《学校以外にいる場合》…自宅又は避難所等へ移動

○避難行動

○学校待機又は避難行動

○避難行動

◎原則として園長・学校長が判断する。

大津波警報・津波警報
発　表 解　除

津波注意報

　津波の発生が、遠地近地に
かかわらず、津波（一波・二
波）が到着しても被害が生じ
る高さではないと学校が判断
した場合、登校前、登校中、在
校中、下校中、全て通常通り
の対応となる。
　ただし、海岸近くにいる場
合は、すぐにその場から離れ
避難行動をとる。

※注意報から警報に変更され
　た場合には速やかに警報の
　対応をとる。

木造家屋が全壊・流失し、人は津
波による流れに巻き込まれます。
ただちに海岸や川沿いから離れ、
高台や避難ビルなど安全な場所
へ避難してください。

標高の低いところでは津波が襲い、浸
水被害が発生します。人は津波による
流れに巻き込まれます。ただちに海岸
や川沿いから離れ、高台や避難ビルな
ど安全な場所へ避難してください。
海の中では人は速い流れに巻き
込まれ、また、養殖いかだが流失
し小型船舶が転覆します。ただち
に海から上がって、海岸から離れ
てください。

参考－津波警報・注意報の種類

磐南浄化センター

津波避難タワー

津波避難タワー
津波避難タワー

津波避難タワー

津波避難タワー

津波避難タワー

磐田市消防署

中遠広域粗大ごみ
処理施設磐田警察署

寺谷浄水場

磐田市立
総合病院

豊岡図書館豊岡図書館

福田図書館福田図書館
歴史文書館歴史文書館

竜洋図書館竜洋図書館

豊田図書館豊田図書館 中央図書館中央図書館
埋蔵文化センター埋蔵文化センター

旧見付学校旧見付学校

家や建物が多いところ
豊岡学校
給食センター

上野部駅

豊田学校
給食センター

大原学校
給食センター

警察署

消防署
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磐田市の教育施設

平成29年度　磐田市の教育の概要

教育委員会事務局＜教育部＞
教育総務課　総務グループ
　　　　　　施設管理グループ
　　　　　　児童青少年政策室
　　　　　　学府一体校推進室
学校給食課　学校給食グループ
学校教育課　教職員グループ
　　　　　　指導グループ
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TEL(0538)
37-4821
37-4873
37-2773
37-2115
37-4780
37-2760
37-4921
37-4923
32-5254
32-9699

磐田市立幼稚園
磐田北幼稚園

磐田南幼稚園

向 笠 幼 稚 園

長 野 幼 稚 園

岩 田 幼 稚 園

田 原 幼 稚 園

東 部 幼 稚 園

磐田中部幼稚園

南御厨幼稚園

磐田西幼稚園

福田中幼稚園

竜 洋 幼 稚 園

豊田南幼稚園

豊田北部幼稚園

豊田東幼稚園

豊岡南幼稚園

大藤こども園

青城こども園

豊岡こども園

福田こども園

見付 2366
0538-32-3450
千手堂 1075
0538-32-4316
向笠竹之内 397-13
0538-38-0456
小島 362-2
0538-34-5813
匂坂中 987
0538-38-1454
三ヶ野 936-1
0538-35-3505
東貝塚 205-1
0538-32-0718
中泉 1853-1
0538-34-5815
東新屋 351-5
0538-35-7811
中泉 2522-2
0538-35-5644
福田 1555-1
0538-55-4130
豊岡 6605-3
0538-66-5333
森下 280
0538-35-5695
加茂 1027-2
0538-36-0757
高見丘 65
0538-32-5279
上神増 1410
0539-62-2544
大久保 640-5
0538-38-0824
中田 610
0538-32-6739
新開 541
0539-62-2545
福田中島 55
0538-55-2323

磐田市立小学校
磐田北小学校

磐田中部小学校

磐田西小学校

磐田南小学校

東 部 小 学 校

大 藤 小 学 校

向 笠 小 学 校

長 野 小 学 校

岩 田 小 学 校

田 原 小 学 校

富士見小学校

福 田 小 学 校

豊 浜 小 学 校

竜洋東小学校

竜洋西小学校

竜洋北小学校

豊田南小学校

豊田北部小学校

青 城 小 学 校

豊田東小学校

豊岡南小学校

豊岡北小学校

見付 2352
0538-32-6168
中泉 1203-2
0538-32-5101
中泉 2522-2
0538-32-2275
千手堂 1356-1
0538-32-2553
東貝塚 206
0538-32-2490
大久保 282-1
0538-38-0021
向笠竹之内 391-6
0538-38-0390
小島 736
0538-32-5437
匂坂中 987
0538-38-1854
三ヶ野 1030-1
0538-32-5445
富士見町 4 丁目 9-5
0538-36-0770
下太 380
0538-55-2129
豊浜 9
0538-55-2570
中平松 23
0538-66-2034
川袋 1900
0538-66-2134
堀之内 356
0538-66-1190
森下 300
0538-32-5273
加茂 1026
0538－32－3857
中田 55
0538-35-4128
高見丘 57
0538-37-0621
上神増 1410
0539-62-2155
下野部 158-1
0539-62-2036

磐田市立中学校
磐田第一中学校

城 山 中 学 校

向 陽 中 学 校

神 明 中 学 校

南 部 中 学 校

福 田 中 学 校

竜 洋 中 学 校

豊 田 中 学 校

豊田南中学校

豊 岡 中 学 校

国府台 39-1
0538-32-6101
見付 263-3
0538-32-6108
向笠竹之内 1162-2
0538-38-0339
鎌田 2262-74
0538-32-4644
野箱 32
0538-35-7575　　
福田中島 3753-1
0538-55-2101
豊岡 4473-8
0538-66-2324
加茂 243
0538-32-4637
立野 200
0538-37-3451
合代島 943
0539-62-2085　

磐田市立図書館
中 央 図 書 館

福 田 図 書 館

竜 洋 図 書 館

豊 田 図 書 館

豊 岡 図 書 館

見付 3599-5
0538-32-5254
福田 1552-1
0538-58-3300
豊岡 6605-3
0538-66-7788
上新屋 304
0538-36-1711
下野部 48
0539-62-3210

展示資料館
旧見付学校附磐田文庫

旧赤松家記念館

埋蔵文化財センター

竜洋郷土資料館

豊岡農村民俗資料館

歴 史 文 書 館

見付 2452
0538-32-4511
見付 3884-10
0538-36-0340
見付 3678-1
0538-32-9699
岡 405-47

壱貫地 180-7

岡 729-1
0538-66-9112

れき    し    もん   じょ   かん

磐田市立学校給食センター
大原学校給食センター

豊田学校給食センター

豊岡学校給食センター

磐田市大原 2923-1
0538-58-2595
磐田市中田 238
0538-31-0211
磐田市下神増 962-6
0539-63-0043

その他補助執行事業担当部局
自治市民部　地域づくり応援課（生涯学習関連事業）
自治市民部　スポーツ振興課（スポーツ振興関連事業）
自治市民部　文化振興課（文化・芸術振興関連事業）
健康福祉部　福祉課（人権教育関連事業）
こども部　幼稚園保育園課（幼稚園・こども園関連事業）　

TEL(0538)
37-4811
37-4832
35-6861
37-4814
37-4858
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磐
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磐田市の教育の概要
「ふるさとを愛し、未来をひらく、心豊かな磐田市民」

磐田市教育委員会

1磐田市の教育の目指すもの1

磐田市イメージキャラクター

Ⓒ磐田市

磐田市教育委員会の目標


